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ご

挨

拶
日
吉
神
社
氏
子
会
会
長

中
村
正
孝

こ
の
た
び
、
日
吉
神
社
創
建
千
二
百
年
祭
記
念
誌
を
発
刊
致
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
報
告
出
来
る
機

会
を
得
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
、
美
濃
の
国
は
、
古
く
は
大
化
の
改
新
（
西
暦
六
四
五
年
）
頃
か
ら
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
神
戸
」
の
地
は
古
代
か
ら
日
本
の
歴
史
の
上
に
立
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
が
常
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
崇
敬
厚
い
日
吉
神
社
は
、

平
成
二
十
九
年
創
建
千
二
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
こ
の
古
い

歴
史
と
伝
統
を
連
綿
と
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
先
人
達
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
創
建
千
二
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
準
備
委
員
会
を
経
て
、
平
成
二
十
年
七
月
に
「
日
吉
神

社
創
建
千
二
百
年
祭
実
行
委
員
会
」
を
関
係
者
出
席
の
も
と
、
設
立
致
し
ま
し
た
。
設
立
当
初
よ
り
役
員

各
位
の
ご
労
苦
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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奉
賛
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
立
以
来
十
年
間
、
本
当
に
多
く
の
先
輩
氏
子
総
代
は
も
と
よ
り
、
各

区
長
、
神
社
総
代
、
有
志
団
体
の
皆
様
方
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
商
店
、
企
業
を
は

じ
め
、
近
在
の
企
業
様
そ
し
て
多
数
の
神
戸
町
出
身
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
ご
奉
賛
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
頂
戴
致
し
ま
し
た
奉
賛
金
を
も
と
に
惣
門
の
修
理
、
神
輿
殿
（
拝
殿
・
幣
殿
）
の
改
築
、
本

殿
の
修
理
及
び
社
務
所
の
改
築
事
業
を
行
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
文
化
財
登
録
建
造
物
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
神
戸
町
、
岐
阜
県
の
補
助
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日
に
は
、
創
建
千
二
百
年
祭
記
念
式
典
を
執
り
行
い
、
当
日
は
、
山
王
総
本

宮
日
吉
大
社
よ
り
宮
司
様
に
お
越
し
願
い
、
ま
た
、
岐
阜
県
神
社
庁
長
様
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方

々
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
三
日

間
は
神
社
宝
物
の
開
示
・
展
示
を
は
じ
め
、
白
洲
信
哉
氏
（
白
洲
正
子
様
〈
故
人
〉
の
孫
）
の
特
別
講
演

等
、
多
彩
な
催
し
を
行
い
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
年
を
新
た
な
節
目
の
年
と
し
て
、
更
な
る
日
吉
神
社
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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ご

挨

拶
第
四
十
八
代
安
八
太
夫
安
次

石
原
傳
兵
衛

日
吉
山
王
大
権
現
が
、
神
戸
の
地
に
鎮
座
ま
し
ま
し
て
以
来
、
千
二
百
年
の
永
き
歳
月
を
経
て
本
年
こ

こ
に
記
念
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
新
宮
創
建
に
関
わ
っ
た
当
家
初
代
安
八
太
夫
安
次

の
末
裔
と
し
て
、
深
い
感
動
と
慶
賀
の
念
を
覚
え
る
と
共
に
、
後
世
へ
の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
る

思
い
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
安
朝
の
初
期
よ
り
永
き
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
時
代
の
潮
流
に
押

し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
吉
新
宮
を
護
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
多
く
の
先
人
達
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
し
敬

意
の
念
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
や
世
を
あ
げ
て
心
よ
り
も
物
を
重
視
す
る
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
條
天
皇
朝
（
一
二

三
二
年
）
の
貞
永
式
目
の
第
一
条
に
「
神
は
人
の
敬
に
よ
り
威
を
増
し
人
は
神
の
徳
に
よ
り
運
を
添
う
」

と
の
不
朽
の
名
言
が
あ
り
ま
す
。
日
吉
新
宮
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
神
戸
町
民
が
幾
久
し
く
日

吉
新
宮
の
杜
に
寄
り
添
わ
れ
る
こ
と
願
っ
て
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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ご

挨

拶
日
吉
新
宮
（
金
幣
社
日
吉
神
社
）
宮
司

高
田
義
彦

日
吉
神
社
の
創
立
は
古
く
、
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
伝
教
大
師
の
勧
請
に
よ
っ
て
時
の
郡
司
、
安
八
郷

の
大
領
、
安
八
大
夫
安
次
が
、
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
神
護
寺
の
善
学
院
を
は
じ
め
、
多
数
の
寺
坊
が
建
立
さ
れ
て
、
こ
の
地
方
政

治
・
文
化
の
中
心
と
な
っ
て
大
い
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
時
に
は
、
幾
度
か
の
戦
禍
に
遭
遇
し
、

神
仏
分
離
令
な
ど
、
神
社
に
対
し
て
不
具
合
な
扱
い
を
な
さ
れ
た
り
と
、
時
代
が
う
つ
り
か
わ
り
、
先
代

が
受
け
継
い
で
き
た
神
社
が
、
こ
の
た
び
創
立
千
二
百
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
六
年

に
は
惣
門
の
修
復
事
業
、
平
成
二
十
七
年
神
輿
殿
の
改
築
事
業
、
平
成
二
十
八
年
本
殿
修
理
事
業
平
成
二

十
九
年
社
務
所
の
改
築
事
業
と
、
記
念
式
典
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
行
っ
て
き
た
記
念
事
業
を
、
記
念
誌
と
し
て
百
年
、
二
百
年
と
後
世
に
残
す
事
が
、
今
の
時
代
に
生

き
て
き
た
者
と
し
て
の
、
使
命
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
奉
賛
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。



- 8 -

十
一
面
観
音
菩
薩
像
の
御
縁
に
よ
せ
て

文
筆
家
・
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

白
洲
信
哉

二
〇
一
〇
年
、
白
洲
正
子
生
誕
百
年
「
神
と
仏
、
そ
し
て
自
然
へ
の
祈
り
」
展
の
企
画
に
際
し
、
当
社

所
蔵
重
要
文
化
財
「
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
」
を
ご
出
陳
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
度
千
二
百
年
の
長

き
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
だ
当
社
の
記
念
誌
に
寄
稿
す
る
の
も
、
本
年
没
後
二
十
年
を
迎
え
た
祖
母
と

の
縁
だ
と
深
く
思
う
。

今
ま
で
見
た
ど
の
仏
像
よ
り
日
本
的
で
、
彫
刻
も
、
彩
色
も
、
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
宝
瓶
は
失
わ

れ
て
い
る
が
、
首
飾
や
瓔
珞
を
つ
け
て
い
た
形
跡
も
な
い
。
頭
上
に
十
一
面
は
頂
い
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
神
像
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
て
悪
け
れ
ば
、
日
本
の
神
に
仏
が
合
体
し
た
、
そ
の

瞬
間
の
姿
を
と
ら
え
た
と
い
え
よ
う
か
。
十
一
面
観
音
は
、
様
々
な
神
に
変
化
す
る
が
、
美
濃
な
ら

ば
白
山
比
咩
に
違
い
な
い
と
私
は
思
っ
た
。

白
洲
正
子
「
白
山
比
咩
の
幻
像
」

こ
こ
に
あ
る
神
と
仏
が
合
体
、
習
合
し
た
お
よ
そ
千
年
の
信
仰
は
、
非
常
に
日
本
的
な
尊
い
精
神
だ
と

僕
は
思
う
。
だ
が
、
明
治
に
入
る
と
、
日
吉
山
王
大
権
現
に
代
表
さ
れ
る
権
現
思
想
は
、
政
府
に
よ
っ
て
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先
の
徳
川
政
権
、
つ
ま
り
東
照
大
権
現
と
関
わ
り
も
あ
り
徹
底
的
に
葬
ら
れ
、
白
山
妙
理
大
権
現
も
同
じ

道
を
辿
る
。
白
山
を
開
い
た
泰
澄
大
師
は
、
八
世
紀
は
じ
め
に
白
山
山
頂
を
極
め
修
行
を
積
み
、
水
よ
り

生
ま
れ
た
九
頭
竜
の
本
地
仏
十
一
面
観
音
を
感
得
し
、
神
仏
習
合
の
先
駆
と
な
っ
た
。
山
は
先
祖
の
霊
魂

が
宿
っ
た
聖
地
で
あ
り
、
山
そ
の
も
の
が
神
と
し
た
古
来
の
精
神
と
、
泰
澄
の
よ
う
な
修
験
者
が
、
自
然

や
祖
先
神
と
仏
教
の
仲
立
ち
を
果
た
し
、
本
社
創
建
の
百
年
前
に
白
山
は
開
山
し
た
。
白
山
神
は
、
比
叡

山
修
行
僧
の
守
護
と
し
て
降
臨
し
、
客
人
権
現
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
伝
教
大
師
最
澄
は
、
白
山

神
と
日
吉
の
神
を
両
輪
に
、
聖
地
比
叡
山
の
守
り
神
と
し
て
祀
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
き
の
白
洲
の
文
章
は
以
下
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。

本
地
垂
迹
と
い
う
思
想
は
美
し
い
。
が
、
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
二
、
三
百
年
の
年
月

が
か
か
っ
て
い
る
。
は
た
し
て
私
達
は
、
昔
の
人
々
が
神
仏
を
習
合
し
た
よ
う
に
、
外
国
の
文
化
と

み
ご
と
に
調
和
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

白
洲
正
子
「
白
山
比
咩
の
幻
像
」

明
治
百
五
十
年
、
今
こ
そ
神
仏
習
合
の
精
神
が
問
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
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